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　壬生町は、県内でも有数の「‾日光いちご」の生産地と

して、昭和33年の初出荷以来輝かしい実績を重ね、全国

にその名を知られています。

　品種は「女峰Jを中心に59ヘクタールが栽培され、販

売額はおよそ12億円にのぼり、本町農業の主要ｲ乍物にな

っていま厚。

　現在、農家では12阿上旬の出荷を目標に準備を進めて

おり、いちごハウス「こ共同作業で新しいビニール張りが

行われています。
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の入場々堂

至
宝
町
庸
が

　
　
　
優
勝
ｊ

　
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
嶮
亘
体
育
’
ｒ

が
十
〔
円
二
十
三
日
、
秋
晴
れ
の
耶
総

合
運
動
場
に
お
い
て
、
町
内
自
治
会

か
ら
五
十
・
Ｕ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
豚
し
た
。

　
千
前
八
時
三
十
分
、
フ
ラ
カ
ー
ド

を
先
頭
に
堂
々
の
入
場
行
進
が
行
わ

れ
、
大
会
の
帚
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
百
。
・
ｙ
ル
競
争
、

ケ
ー
ト
ポ
ー
ル
レ
ー
・
寺
紅
白
玉
入

後ろから､セマツテマス

言白熊言言私説贈ユ　ト　リ　の　笑　顔

ざJ･ .､.
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れ
、
百
足
競
争
、
１
刀
レ
ー
が
、

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
は
網
引
き
、

福
引
き
、
男
子
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
お
昼
の
ア
ヒ
フ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
壬
生
中
学
校
の
フ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
が
あ
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ

一
犬
　
　
ま
い
八
八

終
始
和
や
か
に
進
め
う

れ
、
至
宝
町
南
自
治
会
が
Ｏ
・
５
ポ

ィ
ン
ト
の
僅
ガ
の
差
で
優
勝
、
準
優

勝
は
大
健
闘
の
壬
生
下
馬
木
自
治
会

で
し
た
。
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壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります
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榎本和平氏

新教育委員の

中里　晃教氏

　
に
開
函
ｒ
に
ぽ
‥
い
楠
私
厄
教
が
長

の
接
任
と
し
て
、
通
町
八
番
八
号
の

板
本
和
平
氏
バ
？
‘
が
教
育
長
に
、

り
か
ａ
／
ｒ
ｊ
／
Ｆ
Ｘ
７
／
ｙ
ゆ
６
４

墨絵｢道釈画｣一対を寄贈

　壬生ロータリークラブ

‐
ュ
ヘ
ー
Ｌ
塚
良
心
膏
員
の
後
任
と
ｒ
し

て
に
稲
葉
．
．
ノ
ペ
四
九
．
俗
趣
の
中
里

見
教
氏
１
１
１
門
が
教
育
海
員
に
十
一

月
一
Ｈ
付
で
、
そ
お
そ
れ
就
任
い
た

Ｌ
・
圭
し
た

　
就
任
い
た
し
ま
し
た
お
二
人
は
、

社
会
的
に
も
信
望
が
厚
く
、
人
格
、

見
識
と
も
に
高
く
、
今
後
の
活
耀
か

閲
防
さ
れ
て
い
ま
り
、

教
育
長
退
任
に

　
　
　
あ
た
っ
て

９プマ仙人」（右）

「鉄　仙人」（左）
●●

　
　
　
　
　
　
　
楠
　
木
　
　
恒

　
私
こ
と
、
ト
月
＝
、
・
１
１
Ｉ
．
日
付
を
も
．
一
．
．

で
、
任
期
隋
ｆ
の
た
め
Ｅ
圭
司
教
育

勁
貝
会
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

侃
．

　
四
年
賤
町
民
の
皆
様
に
は
暖
か

い
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く

御
礼
申
し
あ
け
ま
す
．

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
臨
時
教
育
昏

議
会
の
答
申
も
出
さ
れ
、
教
育
は
大

き
な
変
辰
・
祠
か
迎
え
て
お
り
ま
・
す
．

　
　
一
国
家
百
年
　
の
計
の
た
め
、
教

育
に
対
１
る
．
層
の
ご
即
解
、
ご
協

力
を
お
願
ぃ
申
し
あ
げ
、
退
任
の
プ

こ

挨
拶
や
．
い
た
し
ま
す
、

　
近
世
工
生
の
両
八
を
代
表
す
る
狩

野
沢
の
．
自
席
平
出
回
耕
の
墨
絵
「
道

択
両
’
．
対
が
尼
つ
か
宍
　
こ
わ
を

知
っ
た
壬
生
ぷ
Ｆ
タ
リ
ー
ク
ラ
で
久

保
田
・
信
夫
会
飛
台
［
只
十
万
・
で

は
、
一
世
重
な
文
化
財
を
町
で
役
立
て

て
も
ら
い
、
長
く
保
存
し
て
い
た
だ

こ
う
　
と
購
入
し
表
装
を
新
た
に
し

て
、
ト
月
一
．
ト
こ
日
、
附
喪
家
を
・
訪

れ
町
へ
寄
贈
谷
れ
ま
し
た
．

　
さ
．
・
っ
そ
く
可
で
は
、
十
．
月
Ｒ
Ｈ

か
ら
始
ま
る
第
二
回
金
岡
旅
「
近
匪

壬
生
の
肉
人
た
ち
’
｛
歴
史
民
俗
資
料

館
’
｝
の
目
に
と
し
て
町
民
の
万
々
に

宛
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
勺

里
公
害
審
査
会

委
員
に

　
　
　
松
本
幸
三
氏

　
卜
一
月
．
ロ
、
県
公
館
に
お
い
て
．

中
央
町
の
松
本
幸
二
氏
が
、
知
事
か

ら
県
公
害
審
査
会
委
員
に
任
命
さ
れ

ま
し
勺

　
同
氏
ぱ
現
ぺ
県
医
師
急
常
江
坪

乎
の
勅
職
に
あ
宍
今
後
さ
ら
に
御

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

　
姉
妹
都
府
・
の
関
係
に
あ
る
滋
賀
県

氷
ロ
町
の
山
中
丈
夫
助
役
、
小
崎
為

一
議
長
を
は
し
め
と
す
る
議
会
関
係

ふ・ふ皿ャ心小y7｀Q気Lり゛ＮＸ４゛Ｎ．や九t心７こq｀4.へμ｀

　　あなたの声を町政に

　i」では、行政についての身近なご愈見・

ご要望などをお受けしてし･ま一仁

　|有機、’町民室_に来られるか、または

電活･郵便でも受付けますので、お気軽に

ご利」用ください。

　※同合せ先

　　　企画財政課広報吹聴係（町民家内）

　　　　　　　　　登82　」234内纏125

老
‥
．
．
０
名
が
、
‐
１
１
一
月
ニ
ト
四
か
ら
．
．

口
に
わ
た
り
本
町
を
訪
れ
、
交
流
を

深
め
ま
し
ぺ

　
初
日
の
午
後
、
役
場
に
到
着
″
｛
‐
．
れ

た
‐
‐
行
は
、
長
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず

に
町
政
以
ド
町
執
晦
願
並
ｙ
に
止
・

副
議
．
政
及
び
丹
冊
庄
委
員
長
と
行
政

金
釘
に
て
い
て
意
見
交
換
し
万
の
緩
、

壬
生
中
火
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
視

察
さ
れ
ま
し
べ
二
日
目
は
、
初
め

に
町
宿
泊
研
究
施
設
と
ふ
れ
あ
い
プ

ー
ル
か
視
察
、
そ
の
後
、
独
協
医
大

お
も
ち
ヤ
団
地
を
ロ
ー
学
さ
れ
る
な
ど

意
欲
的
な
Ｈ
程
を
熊
手
終
了
Ｍ
・
・
れ
て

帰
途
に
着
か
れ
ま
し
か
こ

゛火災予防の月″です12月は



防
犯
は

　
日
ご
と
家
ご
と
地
域
ご
と

　
　
　
第
七
回
栃
木
地
区
防
犯
大
会

　
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
建
設
を
図
ろ
う
久
な
国
防
犯

i ● ? φ J I ･ l ヽ 〃 j ! p φ 』 1 1 F 心 ！ 一 ? り | I F 7 j l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

迪
勤
閲
間
中
の
ト
ー
月
十
二
口
、
弟
七
　
一

回
栃
木
地
区
防
犯
大
分
列
中
央
公

、
４
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
べ

み
　
主
作
者
を
代
入
し
て
、
同
地
区
防

報
犯
協
会
政
い
鈴
氷
栃
本
巾
艮
並
ぴ
に
、

広
匹
川
栃
木
警
察
蒼
ｋ
か
ら
あ
い
さ
・
つ
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が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ヘ
　
ロ
頃
の
功
績
を
た
た
え
て
、

防
犯
功
労
と
‥
・
団
体
。
及
び
防
犯
ポ
ス

タ
ー
ー
人
選
老
‥
の
表
示
を
行
っ
た
の
に

続
い
て
、
米
賓
の
飯
島
県
防
犯
協
会

| I M ♂ j l p』 － . ･

軍
務
句
柄
柴
崎
県
警
防
犯
部
長
か

ら
県
内
の
状
況
岑
に
っ
い
て
話
か
お

り
プ
記
念
講
話
で
は
、
栃
木
刑
務
所

の
久
我
淳
７
‐
所
長
よ
り
、
「
青
少
年

の
非
行
と
家
庭
教
育
に
っ
い
て
’
と
・

題
し
て
講
ぶ
が
あ
り
ま
し
た
．

　
般
後
に
、
梁
島
千
生
町
消
防
団
長

が
ご
．
一
項
目
か
ら
な
る
大
会
宣
ざ
．
‥
を

行
い
ブ
尽
を
閉
し
ま
し
鯛

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
Ｉ
一
一
一
Ｓ
‐

ｌ
ｉ
．
一
一
一
・

ふ
れ
あ
い
と

　
　
対
話
が
育
て
る

　
　
　
　
　
子
の
未
来

　
　
防
犯
県
Ｋ
の
つ
ど
い

　
第
十
三
回
防
犯
県
民
の
っ
と
い
が

九
月
五
日
、
栃
木
会
館
で
栃
木
県
警

察
本
部
、
社
団
法
人
栃
木
県
防
犯
協

会
主
催
で
開
ぽ
さ
れ
、
そ
の
席
Ｌ
。

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
か
こ

◇
防
犯
功
労
者

　
　
石
川
　
登
蚤
　
塚
　
。
三

　
　
水
性
慨
収
量
一
丸
二
丁
口
ご

知事表彰される

　
弟
．
．
圭
一
．
回
栃
木
県

交
通
安
を
県
民
大
会
が
、

ト
月
ト
八
日
、
宇
都
宮

市
心
栃
木
会
館
に
お
い

表
彰
さ
れ
た
も
の
工
大

　
今
抜
と
も
よ
り
一
隅
の
ご
活
躍
か
・

期
待
い
た
し
ま
す
、

晶
弩
ソ
潟
作
　
（
掃
討
河
竹
し

ら
個
人
の
節
で
田
辺
弐

さ
・
ん
‐
‐
舟
町
自
治
会
片
一

が
、
団
体
の
部
で
万
町

自
治
会
（
加
藤
狛
一
郎

会
亘
が
、
そ
れ
ぞ
れ

交
通
安
全
対
策
及
び
交
通
災
弄
共
済

斜
竟
に
功
労
ぶ
あ
っ
た
と
し
て
、
知

斜
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
交
通
災
害
共
済
の
加

入
促
進
に
貢
献
さ
恍
そ
の
結
果
が

顕
茜
で
。
他
の
膜
純
で
あ
る
と
し
て

◇
防
犯
功
労
団
体

　
　
脂
生
町
消
防
回
団
艮
早
島
歯
ご

◇
優
良
少
年
補
導
員

　
　
田
中
　
随
二
八
笑
町
内
部
笥
ご

◇
優
良
防
犯
連
絡
所

大
衆
　
輝
犬
示
　
　
　
塚

小
森
　
政
雄
呆
・
凡
ニ
ド
日
‥

戸
崎
　
付
石
　
　
町

　
　
九
山
　
庸
造
蔽
　
東
　
町
）

　
　
ぷ
羽
田
昭
．
⊃
．
中
　
　
　
心
ご

　
　
公
子
　
　
茂
子
一
宝
Ｆ
・
巾
ご

　
　
沖
　
　
存
雄
‐
‐
緑
町
．
．
ド
ゼ

　
　
稲
田
　
九
義
一
か
町
四
ド
ロ
ご

　
　
粂
川
　
止
雄
ｙ
　
　
　
田
口

（
昭
和
六
十
三
年
度
防
犯
ポ
ス
タ
ー
）

町
へ
二
〇
万
円

を
寄
付

　
伊
勢
践
ジ
ヤ
ス
Ｊ
Ｔ
生
害
で
は
、

ト
月
ニ
ト
万
口
町
を
訪
れ
、
九
月
几

‐
ド
ニ
ロ
～
．
．
１
五
ロ
に
開
催
し
た
、

ナ
マ
り
・
．
フ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
の
益
金
の

う
ち

ま
し

Ｏ
万
円
を
町
へ
寄
付
さ
れ

　
町
で
は
丁
あ
お
金
を
行
政
推
進

に
役
立
て
て
ゆ
き
・
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

レ
り
Ｉ
．
Ｌ
聡
こ
・
し
に
日
乙
…
…
…
以
ふ
と
…
…
…
…
ぃ
。
。
、
。
・

　
「
壬
生
町
史

」
を

　
　
頒
布
し
て
い
ま
す

　
哨
史
介
仁
巻
の
う
ち
五
巻
ま
で
発

　
団
『
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
お
求
め
の
方
は
直
接
、
社
会
殼
・
政

　
課
又
は
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
。

ます。り壬生町民憲章　≒心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつく
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